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[bookmark: _Toc200727395]はじめに
このファイルは長崎大学経済学部の学生懸賞論文投稿規定に準拠した様式ファイルである。このファイルの書式設定を変更せずそのまま使用し、各項目に上書き入力することで、投稿規定に沿った論文を作成できる。
[bookmark: _Toc200727396]このファイルの利用方法について
1. 表紙の「論題」「ゼミ名」「学年 氏名」欄に必要事項を入力する。 
2. 本文の「はじめに」以降を削除し、各自の論文内容に置き換える。 
3. 見出しには「見出し1」「見出し2」等のスタイルを使用する。
4. 本ファイル以外の様式での提出は認めないものとする。
5. 書式設定は変更しないこと。
[bookmark: _Toc200727397]書式設定(参考)
[bookmark: _Toc200727398]余白
余白は上35mm、下30mm、左30mm、右30mmで設定している (厳密には、左30mm＝とじしろ15mm＋左余白15mm)。

[bookmark: _Toc200727399]文字数と行数
表紙は、ページ設定で行数のみが行送りとして18ptで36行に設定している。本体は、ページ設定で1行あたり40字×30行に設定してある。
[bookmark: _Toc200727400]ページ番号
表紙にはページ番号をふらず、論文本体の最下部中央にページ番号をふるようにしてある。
[bookmark: _Toc200727401]フォント
本文は標準的に10.5ptのフォントを使用することが指定されている。本ファイルでは、Officeの (デザイン) テーマ機能にある「Office」テーマを使用し、章見出しや節見出しのフォントの変更を容易とするように、「見出し 1」や「見出し 2」のスタイルに12ptと11ptの見出し用のテーマフォント、「標準」スタイルには10.5ptの本文用のテーマフォントを使用する修正を施している。
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